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あとがき


個人誌「午前」第６号ですが、作り始めてからここ５年ほどの自由律俳句集としました。

もっと短い表現で何かできないか、と思い作り始めた俳句。
ジオラマのように言葉を配置する感覚で作る自由詩と違い、
言葉の多面体の各々の面を検証していく作業に近い。
よりしつこく言葉に向き合う契機になったのは良いことなのでしょう。

これらが俳句かどうか、とか、うまい俳句を作ろうとか、はあまり考えていません。
もとより、俳句というごく短い形式でどこまでのことが出来るのかは私にも不明ですが、
騒がしく上っ面ばかりのこの世界の、
ひっそりと息づく本物の姿が、ほんの少しでも捉えられていれば、作者としては満足です。
少しだけ生意気を言えば、
自由律俳句が作者の心情表現ばかりになってしまっていることに反発があるのも確かです。



タイトルは「挿話」。つまり「エピソード」。
『本文』とは関係のないところで、
ときおり中空に浮いているような感覚を、いまだ拭えません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年２月１６日　久坂夕爾
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